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～雑草対策について～ 
 

雑草は成長のスピードが、とうもろこしより早いです。 

とうもろこしと雑草が競合した場合、とうもろこ

しは必要な水分や養分を吸収できなくなります。 

雑草が大きくなってから駆除した場合、収量に影

響する場合がありますので、雑草が小さいうちに除

草剤で駆除しましょう。 

 

 

除草剤は下表を参考に、適正に使用しましょう。 
 

※薬害回避のため以下のことに注意してください。 

①散布の際は周囲のほ場の作業状況を考慮しドリフト防止に努める。 

②曇天低温の影響で、葉色が薄い場合は、葉色が回復してから散布を行う。 

③日中の気温が高温の場合、気温の下がった夕方か早朝に散布を行う。 
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 子実用とうもろこし 

商品名 使用方法 使用時期
10a当たり
使用量

使用
回数

ゲザプリムフロアブル
全面土壌散布及び
雑草茎葉散布

とうもろこし２～４葉期
（雑草発生揃期まで）

100～200㎖ 1

ゲザノンゴールド 全面土壌散布 とうもろこし２～４葉期 140～200㎖ 1

とうもろこし３～５葉期
（雑草生育期）

40～50㎖

とうもろこし６～７葉期
（収穫45日前まで）

50～75㎖

ブルーシアフロアブル
雑草茎葉散布又は

全面散布
1


